
 

さいたま都市計画地区計画の変更 

 
さいたま都市計画ファミリータウン東大宮地区地区計画を次のように変更する。 

 

   名    称   ファミリータウン東大宮地区地区計画 

   位    置   さいたま市見沼区春野２丁目の一部及び春野３丁目 

   面    積   約１１．９ha 

 地区計画の目標 

  本地区は、ＪＲ宇都宮線東大宮駅の東約２ｋｍ、東武野田線七里駅の北約２

 ｋｍに位置し、埼玉県住宅供給公社による計画的な土地利用により、低層の一

 戸建住宅と中高層住宅とがバランス良く配置され、良好な住環境の形成が図ら

 れる地区である。 

  そのため、本計画により適正な地区施設を整備し、良好な住宅地の形成及び

 保全を図るとともに、人間性豊かなうるおいのあるコミュニティの場としての

 発展を図る。 

 土地利用の方針 

  良好な住環境を有する低層の一戸建住宅地区と、土地の有効利用を図る中高

 層住宅地区の２地区に分けた土地利用とする。 

  また、緑豊かなうるおいのある住宅地とするため、一戸建住宅地区の個々の

 敷地については垣・さくの生垣化をすすめ、宅地まわりから緑の輪をひろげる

 とともに、中高層住宅地区においては、オープンスペースの確保並びに積極的

 な緑化を図り、景観等に配慮する。 

 地区施設の整備 

 の方針 

  地区内を東西に走る地区内幹線道路を中心とした住区街路の適正な整備を図

 る。 

   また、歩行者専用道路により安全で快適な歩行者空間を確保する。 

  地区内公園は、地区住民のコミュニティ形成の場として、児童公園を配置す

 る。 

 建築物等の整備 

 の方針 

 １．低層の一戸建住宅地区は、良好な住環境を形成し保全するため、建築物等

   の用途の制限、建築物の建築面積の敷地面積に対する割合の最高限度、建築

   物の延べ面積の敷地面積に対する割合の最高限度、建築物の高さの制限、敷

   地面積の最低限度、壁面の位置の制限を定める。 

 ２．中高層住宅地区は、低層の一戸建住宅地区との調和を図るため、建築物等

   の用途の制限、壁面の位置の制限を定め、防災上良好な住環境の向上を図る。 

 ３．街並み景観の向上を図るため、垣又はさくの構造、建築物等の形態又は色

   彩その他の意匠、広告又は看板等についての制限を定めるとともに、電信柱、

   街路灯、交通標識、消火栓、ＴＶアンテナ等の設置について配慮する。 
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  公衆の利用に供する公共公益施設及び店舗・業務施設等の出入口・通路・階

 段・便所等については、高齢者や身体障害者等の利用に配慮する。 

 

 

 



 

道   路 

  地区内幹線道路１号  幅員 １３．５ｍ  延長 約 ２２８ｍ

            （ 一 部 １ ５ ． ０ ｍ ）

         ２号  幅員 １５．０ｍ  延長 約 ４００ｍ

   住区街路   １号  幅員  ６．０ｍ  延長 約 ２２９ｍ

              ２号  幅員  ５．０ｍ  延長 約 ２０１ｍ

                ３号  幅員  ６．０ｍ  延長 約  ３９ｍ

                  ４号  幅員  ６．０ｍ  延長 約 ３１７ｍ

                  ５号  幅員  ６．０ｍ  延長 約 ２３６ｍ

                  ６号  幅員  ５．０ｍ  延長 約 ２７２ｍ

                  ７号  幅員  ９．０ｍ  延長 約  １４ｍ

               ８号  幅員  ９．０ｍ  延長 約  ２８ｍ

               ９号  幅員  ９．０ｍ  延長 約  ２８ｍ

              １０号  幅員  ９．０ｍ  延長 約  ２９ｍ

              １１号  幅員  ６．０ｍ  延長 約  ４８ｍ

              １２号  幅員  ６．０ｍ  延長 約  １４ｍ

               １３号  幅員 １２．０ｍ  延長 約  １５ｍ

                １４号  幅員  ９．５ｍ  延長 約  １２ｍ

                １５号  幅員  ６．０ｍ  延長 約  １４ｍ

                １６号  幅員  ４．０ｍ  延長 約  ８３ｍ

                １７号  幅員  ６．０ｍ  延長 約 ３９６ｍ

                １８号  幅員  ６．０ｍ  延長 約  ５４ｍ

                １９号  幅員 １２．０ｍ  延長 約 １４８ｍ

                ２０号  幅員  ６．０ｍ  延長 約 ２２２ｍ

 歩行者専用道路 １号  幅員  ４．０ｍ  延長 約  １４ｍ

                  ２号  幅員  ４．０ｍ  延長 約  １４ｍ

                  ３号  幅員  ４．０ｍ  延長 約  ２６ｍ

                  ４号  幅員  ４．０ｍ  延長 約  ４５ｍ

                  ５号  幅員  ４．０ｍ  延長 約  ４２ｍ
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   児童公園      １号  面積 約   ４９０㎡ 

                 ２号  面積 約 ２，２２８㎡ 

                 ３号  面積 約   ７５０㎡ 

                 ４号  面積 約 ５，２４０㎡ 

 

 



 
 

区分の名称 Ａ 地 区 Ｂ 地 区 地区 
の 
区分 区分の面積 約４．２ｈａ 約０．４ｈａ 

 建築物等の用途の

 制限 

  次の各号に掲げる建築物以外の
 建築物は建築してはならない。 
 

 ① 建築基準法別表第二（い）項
    の一及び二号に定めるもの 
   （長屋を除く） 
 ② 汚水処理場 
 ③ 巡査派出所、公衆電話所及び
   建築基準法施行令第１３０条の
   ４で定めるもの 
 ④ 公民館、集会所及びこれらに
  類するもの 
 ⑤ 前各号の建築物に附属するも
の

  次の各号に掲げる建築物は建築
 してはならない。 
 

 ① 工場 
   （ただし、建築基準法施行令第
   １３０条の６に規定するものを
   除く。） 

建築物の建築面積

 の敷地面積に対す

 る割合の最高限度

５／１０ 

  ただし、建築物の建築面積の敷

 地面積に対する割合は、建築基準

 法第５３条第３項第２号に該当す

 る建築物にあっては６／１０とす

 る。 

 

 建築物の延べ床面

 積の敷地面積に対

 する割合の最高限

 度 

１５／１０ 

 

建築物の高さの制

限 １０ｍ  

敷地面積の最低限

度 
１４０㎡            １５０㎡ 

 壁面の位置の制限

  建築物の外壁又はこれに代わる柱は、計画図に示す壁面の位置の制 

 限Ａ、Ｂを越えて建築してはならない。 

   建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から隣地境界線又は公園まで 

 の距離は、1.0ｍ以上とする。 
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 建築物等の形態又

 は色彩その他の意

匠の制限 

 １．建築物の外壁又はこれに代わ
  る柱の面及び屋根の色彩は、原
  色の使用を避け落ち着きのある
  色調とし、街並みとの調和を充
   分に配慮したものとする。 
 ２．屋外広告物は、次の各号に掲
   げるものについては設置しない
   ものとする。 
   ① 建築物から独立した広告 
    （サインポール、広告塔、広
     告板等） 
       ただし、敷地内でかつ道
      路境界から１ｍを越える位
      置に設置する場合について
      はこの限りでない。 

 １．建築物の外壁又はこれに代わ
   る柱の面の色彩は、原色の使用
   を避け落ち着きのある色調とし
   街並みとの調和を十分に配慮し
   たものとする。 
 ２．屋外広告物は、次の各号に掲
  げるものについては設置しない
  ものとする。 
   ① 建築物から独立した広告 
    （サインポール、広告塔、広
     告板等） 
       ただし、敷地内でかつ道
      路境界から１ｍを越える位
      置に設置する場合について
      はこの限りでない。 

 
 



 建築物等の形態又

 は色彩その他の意

匠の制限 

  ② 掛看板、突出し広告 

     ただし、敷地内でかつ道路

     境界から１ｍを越える位置に

    設置する場合又は敷地内でか

   つ道路境界から１ｍ以内であ

   っても、地盤面から下端まで

    の高さが３ｍ以上の場合につ

    いてはこの限りでない。 

   ③ 立看板 

     ただし、敷地内に設置する

    場合についてはこの限りでな

   い。 

   ④ 屋上利用広告 

⑤ 上記以外の自己の用に供す

     る広告、看板類のうち、次の

     いずれかに該当するもの 

    ⅰ．一辺（脚長を除く）の長

      さが 1.2ｍを越えるもの。

     ⅱ．最大表示面積（表示面が

       ２面以上の時はその合計）

       が１ ㎡を越えるもの。 

     ⅲ．刺激的な色彩又は装飾を

      用いるなどにより美観風致

      を損うもの。 

   ② 掛看板、突出し広告 

       ただし、敷地内でかつ道路

     境界から１ｍを越える位置に

     設置する場合又は敷地内でか

   つ道路境界から１ｍ以内であ

   っても、地盤面から下端まで

   の高さが３ｍ以上の場合につ

   いてはこの限りでない。 

   ③ 立看板 

      ただし、敷地内で壁面の位

     置の制限を受けない位置に設

   置する場合についてはこの限

   りでない。 

   道路に面する側の垣又はさくの

 構造は、生垣とする。 

  道路に面する側の垣又はさくの

 構造は、次の各号の一に掲げるも

 のとする。 

 ① 建築物の用途が住宅、共同住

  宅、寄宿舎又は下宿である場合

   は、生垣とする。 

 ② 建築物の用途が上記以外の場

   合は、生垣又は地盤面からの高

   さが 0.6ｍ以下の基礎部分の上

   に透視可能な材料で造られたも

   ので、かつ、地盤面からの高さ

   が 1.5ｍ以下のもの。 
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 垣又はさくの構造

 の制限 

  ただし、水路、ゴミ集積所等の公共公益施設の囲障及び門柱等につ 

 いては、この限りでない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



区分の名称 Ｃ 地 区 Ｄ 地 区 地区 

の 

区分 
区分の面積 約５．６ｈａ 約１．７ｈａ 

 建築物等の用途の

 制限 

  次の各号に掲げる建築物以外の
 建築物は建築してはならない。 
 

 ① 共同住宅 
 ② 保育園、幼稚園 
 ③ 巡査派出所、公衆電話所及び建
  築基準法施行令第１３０条の４
   で定めるもの 
 ④ 公民館、集会所及びこれらに
   類するもの 
 ⑤ 前各号の建築物に附属するも
  の 

  次の各号に掲げる建築物以外の
 建築物は建築してはならない。
 

 ① 巡査派出所、公衆電話所及び
   建築基準法施行令第１３０条の
   ４で定めるもの 
 ② 店舗、事務所、医療施設に供
  する部分が二階以下の建築物 
 ③ 駐車施設 
 ④  公園施設 
 ⑤ 前各号の建築物に附属するも
  の 

 建築物の建築面積

 の敷地面積に対す

 る割合の最高限度

  

 建築物の延べ床面

 積の敷地面積に対

 する割合の最高限

 度 

  

建築物の高さの制

限 
  

敷地面積の最低限

度 
  

 壁面の位置の制限

  建築物の外壁又はこれに代わる

 柱は、計画図に示す壁面の位置の

 制限Ｃを越えて建築してはならない。

  建築物の外壁又はこれに代わる

 柱は、計画図に示す壁面の位置の

 制限Ｂを越えて建築してはならない。
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 建築物等の形態又

 は色彩その他の意

匠の制限 

 １．建築物の外壁又はこれに代わ
  る柱の面及び屋根の色彩は、原
  色の使用を避け落ち着きのある
  色調とし、街並みとの調和を充
   分に配慮したものとする。 
 ２．屋外広告物は、次の各号に掲
   げるものについては設置しない
   ものとする。 
    ただし、公共公益上必要なも
  のについてはこの限りではない。
   ① 建築物から独立した広告 
    （サインポール、広告塔、広
     告板等） 
     ただし、敷地内で壁面の位
     置の制限を受けない位置に設
     置する場合についてはこの限

 １．建築物の外壁又はこれに代わ
   る柱の面及び屋根の色彩は、原
   色の使用を避け落ち着きのある
   色調とし、街並みとの調和を充
   分に配慮したものとする。 
 ２．屋外広告物は、次の各号に掲
  げるものについては設置しない
  ものとする。 
   ① 建築物から独立した広告 
   （サインポール、広告塔、広
   告板等） 
     ただし、敷地内で壁面の位
     置の制限を受けない位置に設
     置する場合についてはこの限
     りでない。 

         りでない。   
 



 建築物等の形態又

 は色彩その他の意

匠の制限 

  ② 掛看板、突出し広告 

     ただし、敷地内で壁面の位

   置の制限受けない位置に設置

   する場合又は敷地内でかつ壁

   面の位置の制限を受ける位置

   であっても、地盤面から下端

   までの高さが３ｍ以上の場所

   についてはこの限りでない。

  ③ 立看板 

    ただし、敷地内で壁面の位

   置の制限を受けない位置に設

   置する場合についてはこの限

   りでない。 

   ④ 屋上利用広告 

   ⑤ 壁面利用広告 

       ただし、表示面積は、５㎡

   以下とし、上端の高さは軒高

   以下とする。 

   ② 掛看板、突出し広告 

       ただし、敷地内で壁面の位

    置の制限受けない位置に設置

   する場合又は敷地内でかつ壁

   面の位置の制限を受ける位置

   であっても、地盤面から下端

   までの高さが３ｍ以上の場所

   についてはこの限りでない。

   ③ 立看板 

     ただし、敷地内で壁面の位

   置の制限を受けない位置に設

   置する場合についてはこの限

   りでない。 

   ④ 屋上利用広告 

  道路に面する側の垣又はさくの

 構造は、次の各号の一に掲げるも

 のとする。 

   ① 生垣 

② 鉄柵、金網等の透視可能な

     フェンスで、道路境界線から

     ２ｍ以内は、道路地盤面から

     の高さが１ｍ以下のもの。 

  道路に面する側の垣又はさくの

 構造は、次の各号の一に掲げるも

 のとする。 

   ① 生垣 

② 鉄柵、金網等の透視可能な

     フェンスで、高さが２ｍ以下

   のもの。 
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 垣又はさくの構造

 の制限 

  ただし、水路、ゴミ集積所等の公共公益施設の囲障及び門柱等につ 

 いては、この限りでない。 

 

 

 理 由    平成１５年４月１日にさいたま市が政令指定都市に移行したことから、位置の表記等につい

て変更を行うものである。 

 

 

 


